
2016年度信州大学人文学部 Oxford研修 

最終発表（プレゼンテーション）題目一覧（9月 9日, 14:30〜16:00） 

 

セイジ講師のクラス（オックスフォードに関わりのある人物研究） 

14L0007A 新井悠真 ‘John Ruskin’ 「思想家・文筆家ジョン・ラスキンについて」 

16L0076A 清水星良 ‘C. S. Lewis’ 「作家・文学者Ｃ・S・ルイスについて」 

14L0105A 西山貴之 ‘Sylvia Crowe’ 「庭園設計家シルヴィア・クロウについて」 

16L0008G 石和美折 ‘David Levy’ 「ロイター通信社ジャーナリスト、ディヴィッド・レヴィ

について」 

14L0147G 安田宣久 ‘Carl Jung’ 「心理学者カール・ユングについて」 

15L0003B 荒木春乃 ‘Kevin Dutton’ 「心理学者ケヴィン・ダットンについて」 

 

アレックス講師のクラス（オックスフォードに関わる事柄の研究） 

14L0133G 溝渕文乃 ‘New College’ 「歴史と建築：ニュー・コレッジ学寮とは何か」 

16L0152A 宮本凛太郎 ‘Music in Oxford’ 「オックスフォードと（クラシック）音楽」 

16L0138E 堀部実乃里 ‘Alice’s Hair and Apron’ 「アリスの髪とエプロンについて」 

16L0126A 早川智絢 ‘Inklings’ 「文学サークル『インクリングズ』について」 

14L0117E 平田くるみ ‘Choir and Hymn’「大学のチャペルの合唱隊を持つ文化事情：合唱と聖

歌について」 

16L0095H 谷口浩基 ‘What I learned in Oxford’ 「ぼくがオックスフォードで学んだこと」 

 

すべて英語で行ったため、もともとは日本語のタイトルはなかった。 

 


